
 

 
 

 

 

      ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

皆さん、こんにちは。 

今日は、加西ライオンズクラブで行っている 

小学生向けの薬物乱用防止教室を紹介させていただきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

    

         

 

      ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

① 2012年、ライオンズクラブ国際協会 335-D地区 薬物乱用防止教育認定講師養成講座 

を受講させていただき、写真の資料をいただきました。 

② それを持って、教育委員会や学校に出向き、ライオンズクラブが薬物乱用防止教育に取 

り組むことを説明し協力をお願いしたところ、どの学校も学校薬剤師が薬物乱用防止教 

室をされていていました。 

    そこで、  

③  薬剤師さんの行う薬物乱用防止教室を見学させていただきました。 

   授業では、パワーポイントを使い、わかりやすく、薬物の恐ろしさを説明されていました。 

また、授業の途中には、脳にたとえた発砲スチロールにシンナーをかけ、溶けていく様 

子を見せて脳におけるダメージを説明されていました。 

    それを見て、薬物の知識では薬剤師さんにはかなわないと思いましたが、私たちが 

普及を進めているライオンズクエストを使った授業ができないか、模索することにしま 

した。 
 

 

 

１、薬物乱用防止教育認定講師養成講座の受講 

２、教育委員会・学校等に薬物乱用防止教育を 

   ライオンズクラブが取り組むことを打診 

どの学校も、学校薬剤師による 

 薬物乱用防止教育が行われていた 

 

３、学校薬剤師の行う薬物乱用防止教室を見学 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

自分が何かを学ぶ時、身につくのは？ 聞く事でしょうか。見ることでしょうか。 

それとも、やってみることでしょうか。 

 

これまでの学校の授業は、先生による教え込みの授業がほとんどで、子ども達 

は聞いて学んできました。 

しかし、最近では子供たちが主体になり、与えられた課題に対し、自分たちで考 

え、答えを導き出しています。 

 

今回行う薬物問題のように友達とのかかわりや、自分自身の好奇心を揺さぶ 

られるような問題では、正しい知識を伝えるだけでは生活習慣を変えたり、ダメ 

だと言う意志を継続させることは難しいとされています。 

 

そこで、私たちが普及を進めているライオンズクエスト、思春期のライフスキル 

教育と、ＪＫＹＢライフスキル教育研究会の資料を参考に授業案を作ってみました。 

 
 

 

 

 

薬物問題のように友達とのかかわりや 

自分自身の好奇心を揺さぶられるような問題では、 

正しい知識を伝えるだけでは生活習慣を変えたり、 

意志を継続させることは難しい。 

              ライフスキル教育 



 

 

 

      ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

これが出来上がった授業案です。 

 

加西ライオンズクラブのホームページの中に、授業が終わった後の報告書が 

ありますので併せて見ていただければ、分かりやすいのではないかと思います。 

また、この授業案と授業のシナリオは、最後ページに参考資料として付けてお 

ります。 

 

    さて、この出来上がった授業案を持って、学校へ行き、校長先生に説明したとこ 

ろ、これならと、いうことで、平成 25年から薬物乱用防止教室を行っています。 

また、この授業案は、事前に担任の先生と打ち合わせをする時にも、役立って 

います。 

 

表側は、授業の流れや留意点。 

裏側はワークシートで、児童数をコピーして授業で使います。 

 
 

 

 

 



 
 

      ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

それでは、授業案を使いながら説明します。 

 

授業のテーマは、『薬物』から自分を守る。 

授業のねらいは、正しい薬物の知識を学んだ後に、友人や知人からの薬物の 

誘いを断る方法を学習する。 

 

    さて、ここからが授業です。 

 

展開１ 正しい薬物の知識をＤＶＤの映像で学習します。 

このＤＶＤは、公益財団法人 麻薬・覚せい剤乱用防止センターが企画制作 

された約 15分程度の映像です。 

私たちは薬物について詳しく知りませんので、この DVDで薬物の正しい知識 

を児童に伝えます。 

ＤＶＤ終了後は、薬物を使うと脳にダメージがあること。一度壊れた脳は元 

に戻らないこと。 

それから、絶対に薬物を使わないという意思が大切であることを伝えて 

展開２に進みます。 

 
 

 



 

 
      ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

展開２から、ワークシートを使い、薬物の誘いを断る学習をします。 

まず最初に、委長にケースの内容を読んでもらいます。 

 

          《 ワークシートのケースを読む 》 
 

そして、ケースの内容を読んだ後、ワークシートにそってマモル君が薬 

をもらって使ってしまった理由を考えます。 

 

児童にはメモをたくさん配っておきます。 



 

 
      ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

メモに書く方法は、プレインストーミングの手法で、1枚のメモに１つづつ思い 

つくまま、薬物を使ってしまった理由を書き出します。 

自由奔放に自分の考えを書き出し、約 3分間で、一人 ５・６枚は薬物を使って 

しまった理由を書いています。 

 

その後、書き出した意見をグループの中で分類します。 



 

 
      ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

分類した考えを、今度は大きな模造紙に、太いマジックで書き出します。 

そして、書きあがったグループから黒板に張り休憩します。 

 

書くのが遅いグループは、休憩時間に書き上げ、黒板に張ります。 

ここまでが約 45分で、1時間目が終了します。 
 



 

 
      ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

２時間目は、グループの代表が発表するところから始まります。 

 

模造紙には、ほかのグループよりも目立つように、絵を書いたり、字の色を 

変えたり、アンダーラインを引いたりして、工夫をしています。 
 

 



 
      ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

児童の発表例です。 

 

子供たちの意見には、お母さんとけんかをしてムシャクシャしていたこと、 

いつも親切にしてくれたミノル君の誘いだったこと、仲間外れになりたくない 

など、マモル君の心の中をしっかり観察し、授業のねらいである友人や知人 

からの誘いは、断りにくいことを確認しました。 



 

      ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

展開３ それでも、薬物乱用の誘いは断ろう。 

 

自分だったらどのように断るかを考え、ワークシート３に記入します。 

記入が終わったら、ワークシート４のどの行動に近いかを考え、自分の考え 

た断り方を発表します。 

写真の中で、子ども達が手を挙げているのは、自分の考えた断り方を発表 

するために手を挙げているところです。 

 

さて、ここからは皆さん方も一緒に授業に参加してください。 

 

ワークシート３の断るセリフや態度を考えて記入してください。 

そして、断るセリフや態度が書けたら、ワークシート４のどの行動に近いか、 

カッコの中に丸を書いてください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

      ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

それでは、どのような断り方をするのか、聞いてみましょう。 

 

Ａのところにマークを付けた人。 

これまでの授業で、子ども達の発表の中には、薬をもらってごみ箱に捨てる 

という意見がありましたが、このような時は少し時間をかけて、薬物を持ってい 

るだけで犯罪になることを説明しています。 

そのほかには、走って逃げて警察に届けるという意見もありました。 

 

ＢまたはＣにマークを付けた人。 

ここにマークを付けた児童は、サッカーや野球の練習があると言ってその場 

から逃げる。とか、友達との約束があると言ってその場から逃げる。や、中身の 

分からない薬、先輩からでも怖くて飲めません。また、病院や親以外から薬を 

もらったらだめだって言われているので、僕はいりません。と言ってその場から 

離れるという意見もありました。 
 

Ｄの人 

ここにマークを付けた児童は、薬を飲んだっていやなことが解決するわけ 

ではないし、そういう薬は何が入っているかわからないので、危ないらしいで 

すよ。先輩も心配だしやめましょうよ。と答えた児童もいました。 

 

ここでは、自分にできる方法で断ることにより、薬物から自分が守れる事 

と、自分の思いつかなかった断り方があることに気づく事を学習しました。 
 



 

 

      ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

展開４。  

今日のまとめとして、幸せな人生をおくるチェックポイントを伝えています。 

 

ひとつ、法律や規則に反していないか 

ふたつ、自分や他人に害を与えないか 

みっつ、自分にとって大切な人を、がっかりさせないか 

よっつ、悪いことではないか。後悔しないか 

         いつつ、自分がされたら傷ついたり、困ったりしないか 

 

この五つの事柄に、一つでも当てはまるものがあれば、「ダメ・ゼッタイ。」  

その場から離れるように伝えています。  

 

      そして、ここまで終われば、 

 

子ども達とライオンズのおじさんとの、約束のあかしである、ダメゼッタイ 

修了証授与に移ります。 

 
 

 

 

 



 

 

      ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

その後は、今回の授業を振り返りながら感想文を書きます。 

 

加西ライオンズクラブには、お医者さんや薬剤師がおりません。 

薬物について詳しい人は、まったくいないクラブです。 

 

ここまでの、実践例を見て頂いてわかるように、 

薬物の知識は、展開１のＤＶＤ、１５分間の映像だけです。 

あとは、ワークシートにそって子ども達が自ら考え、意見を出し合い、 

学習しました。 

 

私たちライオンズクラブは、９０分間、授業がスムーズに進むように、 

司会進行を行っただけです。 

 

誰でもできる指導案だとは思いませんか。 

 
 

 

 

 

 

 



 

 

      ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

授業の最後には、全員で記念撮影をしながらダメ・ゼッタイを３回言うようにして 

います。 

 

薬物乱用防止教室が終われば、実施報告書を作成します。 

この全員で写した写真を報告書の表紙に使うようにしています。 

どうですか。みんないい笑顔をしているでしょう。 

 

報告書には、授業の様子を写真で紹介し、授業の振り返りで書いた感想文など 

をとじています。 

 

そして、出来上がった報告書は学校、教育委員会、北播磨薬物乱用防止指導 

委員協議会などに持って行っています。 

 

また、加西ライオンズクラブのホームページにも掲載しているので、いつでも見 

る事が出来ます。 
 

 

 

 

 



 

 

 

 

      ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

授業の終わりに、担任の先生が児童に向かって、「今日は皆さんの人生の中で 

一番大切なことを教わりました。中学校に行っても、大人になっても、いつまでも忘 

れないようにしましょう。」と挨拶をされたのが、今でも心に残っています。 

 

今日は、長時間にわたりご静聴ありがとうございました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ライフスキル教育を取り入れた薬物乱用防止教育の展開 
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加西ライオンズクラブ        

         テーマ：「薬物」から自分を守る １ 

 

展 開１   (20 分) 
 正しい薬物の知識を
学ぶ。 

内 容 
１、ＤＶＤの映像で、正しい薬物の知識を 
  学習する。 

留意点 
・事前に４～５人のグループに分ける。 
・グループ分けは事前に決まっている
グループでも良い。 

展 開２   (25 分) 
断りにくい友人・知
人からの誘い 
 
 
 
 
 
 

内容 
１、マモル君のケースを読み、マモル君が

薬物の誘いを断れなかった理由を考
え、メモに書き出す。 

２、グループ内で意見交換をし、模造紙に
まとめる。(自由に意見を出し合い、類
以意見はまとめる。) 

 

留意点 
・ケース内容を書いたワークシートを
配る。 

・ブレインストーミングの原則につい
て説明する。 

・１時限目に模造紙にまとめるところ
まで終わらせ、発表内容を黒板には
る。 

・マモル君の心の動きをアドバイスす
る。 

 

展 開３   (15 分) 
それでも､薬物乱用
の誘いは断ろう 

内容 
１、自分だったら、どのように断るかを考

え、ワークシート３に記入する。(断る
セリフや態度など) 

２、自分の考えた方法は、ワークシート４
のどの行動に近いか考え、マークをつ
ける。 

３、自分の考えた断り方を発表する。 

留意点 
・アクティブ・ラーニング学習を考え、
講師が答えを教えない。 

・自分に合った方法を考える事が出来
るようにする。 

・席をまわり、ワークシート３と４の
整合性を助言する。３については否
定せず、自分なりの断り方を評価す
る。 

・自分の思いつかなかった断り方があ
ることを気付かせる。  

展 開４   (５分) 
今日のまとめ 

 
 
 
 
 
 修了書授与（5 分） 
 
 振り返り （10 分） 

内容 
１、薬物乱用を誘ってくるのは、身近な友

人・知人が多い。 
２、その時、自分にできる方法で断ること

により、「薬物」から自分を守る。 
３、将来、様々な場面で人生の選択をする

時、そのチェックポイントを学ぶ。 
 
 
４、感想文を書くことによって、もう一度 
  今回の授業を振り返る。 

留意点 
・自分のできる方法を考えることが大
事。 

・薬物だけでなく、酒やタバコの誘い、
また、いじめや非行の誘いを断る方
法としての横展開も考える。 

ブレインストーミングとは、 
ある問題に対して、アイデアや思いつきを自由奔放に出しあう、集団思考法の一種である。他人の意見やアイ

デアから連想が起こり、一人の頭の中で考えるよりも豊かな発想で思考することができる。 
＜ブレインストーミングの４原則＞ 
① 自由な発想で自由に思考し、短く発言する。 
② 出されたアイデアについて、その場で互いに良い悪いを言わない。(批判しない、議論しない。) 
③ できる限り多くのアイデアを出す。 
④ 出されたアイデアの結合・変形・改善でもよい。 

参考資料 JKYB 研究会、1995 
Lions Quest        

この授業のねらい 

 正しい薬物の知識を学んだ後に、友人や知人からの薬物の誘いを断る方法を学習する。 

 

展 開２ 続き(10 分) 
断りにくい友人・知
人からの誘い発表 

 

内 容 
１、模造紙に書いた内容をグループの代表

が発表する。 

留意点 
・２時限から発表に移り、友人や知人
からの誘いは断りにくいことを確認
する。 

 



【ワークシート】 

（ 名 前           ）      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ マモル君が薬をもらって使ってしまったのは何故でしょう。 

 

 

 

２ １で考えた事をグループ内で意見交換し、まとめましょう。 

 

 

 

３ 自分だったら、どのように断りますか。断るセリフやその時の態度を具体的に書いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

４ 自分の考えた方法は、下のどの行動に近いか考え、(  )に○をつけましょう。 

 

  Ａ 言葉では言えないが、身ぶりで断るか逃げる。        ・・・(  ) 

 

  Ｂ はっきり言葉で断る。                   ・・・(  ) 

 

  Ｃ 理由をつけて、はっきりと断る。              ・・・(  ) 

 

  Ｄ 理由をつけて、はっきりと断り、相手にもやめるように言える。・・・(  ) 

 

ケース内容 
 

小学生のマモル君は、日ごろから学校の成績や生活態度のことをお母
さんからうるさく言われていました。そのことでお母さんとけんかをし
てしまい、むしゃくしゃして家をとびだし、公園に行きました。 
 公園には近所の中学生のミノル君が、グループを作って楽しそうに話
し込んでいました。ミノル君は、小さいころからの知り合いで、いつも
親切にしてくれていました。 
 この時も「どうしたの。」と優しく聞いてくれたので、お母さんとけん
かをしたことを話しました。 
 すると、ミノル君は、「この薬を使うと、いやなことを忘れて、頭がス
ッキリするよ。おれ達みんな使っているんだ。仲間にしてやるから使え
よ。」と、ポケットから薬のようなものを取り出しました。 
 断りきれないマモル君は、薬をもらって使ってしまいました。 



 薬物乱用防止教室シナリオ Ｖer. １－５ 

 

 皆さん、こんにちは。 

 私は加西ライオンズクラブから来ました○○です。 

 今日は薬物乱用の正しい知識を学んでもらい、 

 誘われたら、ゼッタイに断る勇気を身に付けてもらうために、皆さんと勉強しょうと思って 

来ました。 

 よろしくお願いします。 

  今日の学習を手伝っていただくライオンズクラブのメンバーを紹介します。 

            ＜ メンバーの紹介をする ＞ 

  それでは始めに、薬物乱用防止ＤＶＤを見ていただきます。 

＜薬物乱用防止ＤＶＤを見る＞ 

 皆さん、ＤＶＤはいかがでしたか。 

  ＤＶＤを見て、薬物乱用するとどこがダメになるか、わかりましたか。 

  

 そう。薬物の恐ろしさは、脳を破壊してしまうと言うことです。 

 皆さん、頭を軽く叩いてみてください。堅い骨で守られているでしょう。それは、私たちの 

身体にとって最も大切な脳を外敵から守っているからです。しかし、薬物を使うと体の中 

から脳を破壊してしまいます。 

 また、一度壊れた脳は二度と元には戻りません。病院に入院しても元通りには戻りません。 

それを止めるのは、皆さんの意志です。薬物乱用は、ダメ絶対という気持ちが大切です。 



 それでは、この後、薬物から自分を守るために、薬物の誘いを断る学習をしましょう。 

ワークシートに書かれているケースを、委員長さん読んでください。 

＜ワークシートのケースを読む＞ 

ありがとうございました。 

それではワークシート１番の問題を考えましょう。 

 ・マモル君が薬を使ってしまった理由がわかった人はメモに 1つ書いてください。 

 ・他にも薬を使ってしまった理由があれば次のメモに書いてください。 

 ・また、さらに理由が見つかったら、別のメモに書いてください。 

 ・メモをいくら使っても構いませんので、出来るだけたくさん考えて書いてください。  

２～３人答えさせてブレインストーミングの方法を児童に教える。 

時間は３分間です。 

 

  はい。３分たちました。 

  今度は、メモに書かれた意見を、グループ内でまとめて、大きい模造紙に書き出し 

ましょう。  

太い文字で後ろからよく見えるように大きな字で書きましょう。 

模造紙に書けたら、前の黒板に張り出しましょう。 

（各グループの意見を前に張り出す。） 

書きあがった班から休憩します。 

書きあがっていない班は、休憩時間に書き上げ、２時間目から発表する。 

 



模造紙に書いた意見を発表する。 

各班からいろんな意見が発表されました。マモル君の心の中の動きをよく観察し、 

分析ができていたと思います。ここで覚えてほしいのは、友人や知人からの誘い 

は断りにくい。ということです。 

しかし、それでも薬物乱用の誘いは断らなければなりません。 

  自分だったらどのように断るか考え、ワークシート３に記入してください。 

  

  記入が終わったら、ワークシート４のどの行動に近いか、カッコの中に丸をいれましょう。 

 それでは、どのような断り方をするのか、聞いてみましょう。 

 Ａの人・・・言葉では言えないが、身ぶりで断る。その場から逃げる。 

   （参考）以前に他の学校で、次のような意見がありました。 

     ・薬をもらってごみ箱に捨てるという意見がありました。しかし、違法薬物は 

持っているだけで犯罪になります。だから、絶対に受け取ってはいけません。 

     ・他には、走って逃げて警察に届ける。という意見もありました。 

 Ｂの人・・・はっきり言葉で断る。 

     ・サッカーや野球の練習があるといって、その場から逃げる。 

     ・友達との約束があるといって、その場から逃げる。 

Ｃの人・・・理由をつけて、はっきりと断る。 

    ・中身のわからない薬、先輩からでも怖くて飲めません。 

    ・病院や親以外から薬をもらったらだめだって言われているので、僕は 

 いりません。 



Ｄの人・・・理由をつけて、はっきりと断り、相手にもやめるように言える。 

    ・薬を飲んだっていやなことが解決するわけではないし、そういう薬には 

何が入っているか分からなので、危ないらしいですよ。先輩も心配だ 

しやめましょうよ。  

 

今日は、薬物の正しい知識と、誘われた時の断り方を勉強しました。 

 薬物乱用を誘ってくるのは、身近な友人や知人が多いということと、 

自分の思いつかなかった断り方があることを学習しました。 

   その時、自分にできる方法で断ることにより、薬物から自分を守れるということを 

覚えておいてください。 

   また、お酒やタバコの誘い、それから、いじめやその他の悪い誘いを断る方法 

として、今日の授業を思い出していただければ嬉しいです。 

 最後に、迷った時の、選択のためのチェックポイントを皆さんに伝えて終わりたいと思います。 

一緒に読み上げましょう。 

 

    選択のためのチェックポイント 

１． 法律・規律に反していないか。 

２． 自分や他人に害を与えないか。 

３． 自分にとって大切な人をがっかりさせないか。 

４． 悪いことではないか。後悔しないか。 

５． 自分がされたら傷ついたり、困ったりしないか。 



この五つの事柄に、一つでも当てはまるものがあれば、 

ダメ・ゼッタイ。 その場から離れるようにしましょう。  

 この、いつつの言葉は、皆さんが一生幸せに暮らすための魔法の言葉です。 

よく覚えておいてください。 

 

ここまで終われば、 

皆さんとライオンズのおじさんとの、約束のあかしである、ダメゼッタイ修了証授与 

に移ります。 

 

修了証授与後、全員で写真を撮り感想文を書く。 

 

最後に３回、私が薬物乱用はと言ったら、皆さん一緒に大きな声で、 

 ダメ。ゼッタイ。と言ってください。 

  薬物乱用は・・・ダメ。ゼッタイ。 

  薬物乱用は・・・ダメ。ゼッタイ。 

  薬物乱用は・・・ダメ。ゼッタイ。 

 これで、本日の薬物乱用防止教室を終わります。 

 

 

 

 


